








































。 ・I ． －
れども，それらは科学的知識の先駆者であっ七，その基礎ではない。科学に
62
お け る知識 は 客観的 で一 般的で なけ れば なら ない 。 ま た ，そ れは 検証し うる
も のでなげ れば なら ない 。そ れに よっ て，事 実 に 関す る論争 は> 事 実に
よ って 解決 さ れ るも のであ る。科 学は 一 組 の研 究 成果 ではな く，そ れは ，事
ダ3 ）
実を 発 見 し ， 検証す るため の技 法と， 事 実 の一 般 化 の ため の体系 であ る」 と
述べ （傍点筆者）H. クーソ ツに 鋭い反 撃 を 加 え る。ま た ，J.F. ウェ ス トン
も次 のご と くい う。「経営学 や経 済学 の諸命 題を 展 開し ようとす る場 合 に 重
要 な ことは ， 記述的 理論（positivetheory ）と 処方 的 理 論（normativetheory ）
とを は っき り区 別す る こと であ る。 … …説 明す るこ と 自体が 重要 な のではな
い 。 重 要 な のは 制御 す るこ とであ る。 科 学 の目的は予 言す るこ とであ るとい
う純 粋 主 義 者 の見 解を 受げ 入 れたい 理 由は ，人 間は そ の環 境を 変え ようとす
る も のだか ら であ る。人 間は 制 御 のた め に また 政 策 目的 のた めに 説 明 を 求
め ，そ れに よって 将来 の結 果を 左 右し ようとす るも ので あ り，説 明 のため の
●● ● ●● ●
，
●4 ）説 明を 求 め てい る のでは ない 」 と。（傍点筆者）上記 し た ご と く， 諸 家 の 経
営 学 に対 す る認識 ・思考 ・アプロ ーチは きわ だ って対 立抗 争 しなが ら現 今 の
二 大 潮流 を な してい る。そ れは ， 誇張 的 表 現を 用 い る なら ば 経営 学 の危 機的
様 相を 呈し て い ると もい え よ ‰H.A. サイ モ ン のい う事実 とは 何 であろ う
か ． 事 実 の 認 識 に は 価 値 判 断 を 内 包 し て い る こ と は 否 め な い で あ ろ う （ 現 にj
・ ． ． ・ ≪ ・ ． ． ．5 ）
彼は事実的前提と価値的前提を措定し，いわゆるサイモン理論を構築している）。ま
た，J.F ウェストンは「自然主義は世界のすべての行動を決定論的に支配














意 図す ると ころ で もない 。し たが って，以 下は 経営 学 的 視点 か ら 筆 者 の関心
を 注 ぐ要点 を 素 描 するに 過 ぎない こ とを 許 されたい 。M.
ヴ ェ ーバ ー社 会学 が一 般に, 丁理 解社 会学」（主としてマル クス主義に視点
をおき形式論的主観主義社会学と規定する人々も少くないが）と 称せ ら れる のは 周
知 のこ とであ る。そ れは 彼が 「社 会 学 とは ，社会的 行 為を 解 明的 に理 解し ，
そ れに よ って社 会的 行 為 の経過お よび作用を 因果的 に 説 明し よ うとす る科 学7
） ●●
である」 と 規定 す る ところ にあ る。 ここにお い て 彼 の理 解 とは 何を 含意す る
のであろ うか 。 そ の点 につ い て 林道 義氏は 次 の如 く説 く。「厳 密に 言 うな ら
ば ，理解 には 二つ の種 類 があ る。 一 つは 現 実的理 解aktuellesVerstehen ，
他 の一つは 解 明的 理解 ＝ 説 明的理 解erklarendesVerstehen であ る。 第一
の 現 実 的 理 解 と は ， あ る 表 現eineAuf3erung （ 表 情 ， 身 振 り ， こ と ば ， 文 章 等 ）

























的 必 然 性 お よ び 歴 史 的 枠 組 み か ら 完 全 に 自 由 た り 得 な い こ と に 渕 源 す る 。 彼
の 言 葉 に 従 え ば ，「一 方 に お い て は 目 的 々 な 人 間 の 行 為 ， 他 方 に お い て は 自
然 や 歴 史 的 状 況 に よ っ て あ た え ら れ た こ の 人 間 の 行 為 の 諸 条 件 ， とい う対 立
に 取 っ て 代 っ て ， 一 方 に お い て は 人 間 の 自 由 な ， か つ そ れ ゆ え に 非 合 理 的 ・
個 性 的 な 行 為 ， 他 方 に お い て は 自 然 に あ た え ら れ た 行 為 の 諸 条 件 の 法 則 的 な
●I● ●11 ）決 定 性 と いう ， ま っ た く 別 な 対 立 が あ ら わ れ る」。
上 述 の こ と は 経 営 学 上 何 を 示 唆 す る で あ ろ う か 。 第 一 に ，「 経 営 の 合 理 化 」
と 「 経 営 の 科 学 化 」 と は 同 断 で な い ば か り か ，七 ば し ば 背 反 す る 結 果 を も た
ら す こ とを さ し ， 経 営 学 の 存 立 基 盤 が 実 に 「 経 営 の 科 学 化 」 に あ る こ と を わ
れ わ れ は 再 確 認 す べ き こ と で あ る （ 例え ば,J.T.S. ポ ー タ ーフ ィー ル ドな どの























ゼ ルシ ャフ ト関 係 に あ る 人 々 の 結 果 と し て 期 待 さ れ る 行 為 を 考 慮 し て ，純 粋
















● ● ● ● ●
関 与 者 た ち が 主 観 的 に 感 じ
ている（情的なまたは伝統的な）共同所属性に基づいている場合にして，且つそ
の限りでの社会的関係」と規定する （傍点筆者）。つまり，ゲマインシャフト
関 係 は 定 律 に 支 柱 さ れ る の で は な く ，共 同 所 属 感 と か 連 帯 感 と か を 基 盤 と し ，
更 に そ れ は 個 人 間 の 友 情 ・ 性 愛 ・ 同 郷 意 識 や 国 民 感 情 な ど の 情 的 側 面 と ，
家 ・ 親 族 関 係 ・村 落 的 共 同 社 会 な ど 仲 間 意 識 に み ら れ る 伝 統 的 ・ 歴 史 的 側 面
と が ら な っ て い る0 ， ・ 。・t
＼ し か ら ば 彼 の。述 べ る ゲ ゼ ル シ ャ フ ト関 係 と ゲ マ イ ン シ ャ フ ト 関 係 は 併 立 し
う る で あ ろ う か 。 そ の 点 に 関 し て 林 道 義 氏 は 次 の ご と く 述 べ る 。 「 共 同 体 の
中 に は ， ゲ マ イ ン シ ャ フ ト的 関 係 と ゲ ゼ ル シ ャ フ ト 的 関 係 が 常 に 鋭 く 対 立 し
な が ら 共 同 し て い る の で あ り ， カ リ ス マ 的 傾 向 が 強 ま れ ば ゲ ゼ ル シ ャ フ ト化
の 過 程 は 阻 止 さ れ ， 逆 に 日 常 化 か 進 め ば 激 情 的 ゲ マ イy シ ャ フ ト 関 係 は 急 速
に 冷 却 し て い か ざ る を え な い 。 い ず れ に し て 乱 そ う な れ ば も は や 共 同 体 で
は な く な る 。 合 理 化 を 指 向 し な が ら ， い ま だ カ リ ス マ 的 激 情 的 関 係 も 保 っ て
い る と い う ， こ の 矛 盾 に 満 ち た 存 在 ， そ れ ゆ え ， 流 動 的 ・ 過 渡 的 ・一 時 的 存
・ ・ 。15 ）
在 こ そ 共 同 体 な の で あ る 」 と 。 ニ











主観的な意味をもっか特殊な行動」と規定する。換 言 す れ ば， 人 間 行 動
（Verhalten）のうち主観的に思念された意味（SubjektivgemeinterSinn）を人間
行為と指称し，それは他者の存在を有意的に認識した行動であるとする。七




















つ の昇 華 であ る」 と（傍点筆者）o 行 動と行 為に 臨 界点 が あ り， 彼 の人 間行 為
の 四づ の類型 が 必ず し も 明確に 概念分 類化 さ れ尽 さ れ てい ない 曖 昧性を 残す
ものの，そ れが ゆえに 類型 化 の意 義を 減 殺す る もので は ない 。
ところ で 彼 に従 えば ，第一 の伝 統的 行為 とは ，歴 史 的 ・時 間 的に 慣習化 さ
れ ，一つ の 慣行 とし て定 律さ れた 常用的 行為 を さす 。 し たが って 通 常 の 場
合, その当 否を 有意 的に問 うこ とな く，慣れた, または, 慣ら さ れた 情況 のもと
七の行 為 とな る。 た だ生 理現 象や 条件 反射 的行 動と 異 る ゆえ んは ， 慣れた ，
慣らされた な かに す でに 何らか の含意 な り， 有意を 内 包し てい るこ とにあ る。
第二 の 情感 的 行為（激情的）とは ，他 者と の相 互作用 に 従 って 感 動 的（aff-ektueli
）ない し ，情緒的 （emotional）な 心理 の 動揺（例えば好悪，喜怒哀楽感）
を さし ，そ れは 相手を 有 意的 に とらえ る所 産 であ る。 し たが って ，そ れは 非
合 理的 側面 を 色濃 ぐ帯び るし ，計 算 された 行為 では な い 。た だ 彼 も指 摘する
とお り， もし 計 算さ れた 感 情的行 為 へ の昇華 は ，たい てい ， す でに価 値合理
的行為ない し ， 目的 合理 的行 為 へ の転化を 示 す（例えば故意に賞讃するごとO 。
第三 の 価 値合理 的行 為 とは ，つ ねに 他 者が 自ら に 目を 向け ら れてい ると信
ず る命令 に対 す る ，ない し要 求（定律）に対 し て 服 従す る行 為 で あ る。 そし
て行為 者は 自ら の 絶対的 か つ 固有にい だ く価 値に 対 し て 何の 疑 念を もつご と
もな く信 奉し ，そ れに 服従す る こ とに よって 動機 づけら れた行 為 であ る。 そ
れは，定 律への 信 奉（ゲゼルシ ャフト的関係） の場 合と共 同 意識（ ゲマインシャ
フト的関係）の場 合に 分 肢し よ う。 例えば ， 宗 教 の 信者 ， イ デ オロ ギ ー信 奉
者 ，ゲバ ル トの 論理は そ れ ぞれ の定 律が行 為 の メル クマ ール とな るであ ろ う
し ，熱烈 な 郷土愛 や ナシ ョナ リズ ムは 後者に 属す る。 価 値合理 的行 為 の特 徴
は 絶対 観 の もと で の価 値追 求に対 し て √す ぐれて 合理 的 ・計 算的 であ る点 に
おい て情 感的 行為 と きわだ って異質 的 であ る とと もに ，価 値実 現が 絶対 視さ
れ るあ ま り ，そ の追 求の手 段 選択に 対 する 是非 善 悪は 何 ら問 うところ でない
（ 例えば，5ユ5事件，2,26事件における青年将校の行動にみられるごとく）。
第四 の 目的 合 理的 行為 とは ，自然的 諸条件や 他者 の行 動に 対 す る期 待を ，
合理的な 目的 達成 の手段 ない し条 件 とし て利用 し ，ない し ， 自ら の 目的 達成
の 副次的 な 結果を も含 意し ながら ，そ れらに も とづい て 結果 の 最適化 に向 っ
て実現を 促ず行 為を さす 。 こ の よ うな 目的 合理 的行 為 と 価 値合理 的行 為は ，











られた市場でないこと）， 第二に， 合理的な法体系が存在すること， ないし，
必ずしも強権的法規制ではなくと乱 人々をして一定の諒解にしたがって行
動させる何らかの強制力をもっか慣習律Konvention 石 存在する こ と，を





















の方向 へと 昇 華す る。 そ の過 程にお い て，行 為 の主 体 者た る 人 間は 環境 へ の
同 調的 な適 応 性を もつ べ く， 自らを能 動的に 自己変 革す るこ と に よ って 目的
合 理的 行為 に 接近を 試み る。 とは いえ ，純 粋 に行為を 目/的合 理 的に 貫 徹す る
の ではな く， 価値 合理 性 と 目的合 理性 の交 叉 のなか で，「積極 的に は 意識的
な 価値 合理化 の方 向にお い て ，しか し 消極的 には 純 目的 合理 的 な 行為 に分 極





（ 鈴 木 英 寿 訳 『 経 営 の 統 一 理 論 』 ダ イ ヤ モ ン ド 社 ， 昭 和43 年 ，4 ペ ー ジ ）2
） 山 本 安 次 郎 ・ 田 杉 競 編 『 バ ー ナ ー ド の 経 営 理 論 』， ダ イ ヤ モ ン ド 社 ， 昭 和47 年, ＼32ペ ージ 。3
）Koontz,HaroldD.,TowardaUnifiedTheoryofManagement, （ 鈴 木 英 寿 訳 ， 前 掲
書 。109 ―110 ペ ー ジ ）4
）Weston ，J.Fred,TheScopeandMethodologyofFinance,Prentice-Hall,1966 （ 古
川 栄 一 監 訳 『 企 業 財 務 論 の 方 法i 昭 和44 年 ，63 －70 ペ ー ジ 。』 ト ー5
）Simon,Herber しA.,AdministrativeBehavior ；ModelsofMan; 占 部 都 美 『 近 代 組 織
論 』〔I 〕， 白 桃 書 房 ， 昭 和49 年 。6
）Weston ，J.Fred ，TheScopeandMethodologyofFinance, 『 古 川 栄 一 監 訳 了 企 業 財
務 論 の 方 法 』 前 掲 書63 ペ ー ジo ） ‥7
）Weber,Max,Gesa 市ntelteAufsatzezurReligionssoziologie,Bd.ITubingen1920 ・DieprotestantischeEthikundder
≫Geist ≪desKapitalismus,1905 （ 梶 山 力 ・犬 塚 久 雄
訳 『 プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ ム の 倫 理 と 資 本 主 義 の 精 神 』（ 上 ・ 下 ） 岩 波 書 店 昭 和30,37 年 ）
・）Weber,Max,Wirtschaftsgeschichte,AbrissderuniversalenSozialundWirtschafts-geschichte,aus
面nnachgelassenVorlesungenherausgegebenvonprof.S レ 耳ellmanandDr.M.Palyi,ZweiteAuflageMiinchenandLeipzig.1924
（ 黒 正 巌 ・ 青 山 秀 夫 訳
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当 否を 別 にし てH ．ク ーソ ツの所 論に 従えば ， 経営 諸学 派 の系 譜を 類別 す
る と， 経営管 理過 程学 派（TheManagementProcessSchool, いわゆる伝統学派traditionalschool
）；経 験学 派（TheEmpiricalSchool ）; 人 間行 動 学派（TheHu-manBehaviorSchool)
；社 会体 系学 派（TheSocialSystemSchool ）；意思決定 理
論 学 派（TheDecisionTheorySchool ）；数 理 学 派（TheMathematicalSchool ）1
）
と な る。以 下 諸学 派 の所説を ヅ エーバ ー社会的 行 為 論 と対 獣的に 評価を 加え
たい 。
（1） 経営 管 理 過程 学 派
い わ ゆる 伝 統的 経 営学 派を 代表 す る のはF. テ ーラ ー及びH. フ ァヨ ール
であ ることに は 異論 がない が ，そ のい ず れを も って 鼻祖 とす るかは 議 論 の分
れ る ところ であ る。一 般に は,F に テ ーラ ーが “科 学的 管理 法 の母 ”と 呼ば
れ るが ，H. ク ーソ ツは 次 の ごと く述 べ る。「 フ ェイ ヨ ール の多 くの後 継 者
は ， フ ェイ ヨ ールが 自分 かち の産 み の親 であ るとい うこ とを 知 ら ない。 とい
うのはF ．W ． ティ ラ ーのあ の輝か しい 光に よっ て覆 いか くされ てし ま った2
）
か ら な のであ り……」 と。 また 山本安 次 郎教 授 乱 「 普通に管 理 学 説は ティ
ラ アに始 ま ると考 え られ るが ，厳 密に は ，そ の祖は ア メ リカの ティ ラ アであ3
）
る よりもむし ろ フラ ンスの フ ェイ ヨ ールであ る」 と指 摘す る。 と も あ れ，F.
ティ ラ ーが 労働 の科 学化 （scienceoflaboring ）＝課業 管 理 の科学化 （sci-entificmanagementoftask
）に よって ， 能 率増 進 の成果 を 資 本 家 ・労働 者の 双
方に 享 受 させ ようとした 試 みは 未だ 燦 然 と輝 い てい る 。そ れに もか わ らず 労
働 者か ら の不評を 買 った のは 何 故か。 こ れを ヴ ェ ーバ ーの所 論に よ ってみれ
ば ，職 場 とい う社会を 均 質的 ・平 均的 に 観 察 す る客観 的 事実 に 目を 注 ぐあ ま
り， 個 々 の労働 者 の心 情（動機）の主 観主 義を 捨象 し た 労 働（作業）の標 準化
M. ヴ31ー バ 『ー社会的行為論』の経営学的認識視角71
とい う定 律を 賃 金形 態に よ って強 制した こ と， 社 会的 行 為 （職場）に お け る
情 感的 行 為を 軽 視した こ と， 標 準作業 とい う客 観的 事 実 が 必ずし も真実を 示
さなか った こ と（しばしば標準の改訂として露呈された）， 人 間が 自然 的， 歴 史
的 枠組 みか ら 完全に 自由た り得 ない こ とを 忘却 し たこ と， 要す るに ゲゼル シ
ャフ ト的 関 係 と ゲマイ ンシ ャフ ト的関 係 の整合 合理 性 を 欠 如し てい たこ とに4
）
帰 せら れ よ う。 そ こに科 学的管 理 法 の限 界を示 す 。F
． テイ ラ ーの生 産に おけ る管 理 の科 学化を 経 営管 理 全 般に拡 張 し，かつ
深化 さ せた のは フ ァヨ ール であ った のは 周知 のこ とで あ る。
彼は そ の 経営 者 とし ての経 験に 則 って 経営管 理 の一 般方 則（客観化）を 体系
的に 整序 し ，経 営 目的 の合理 性を 構築 した 。た だ 彼 に おい て 乱 経 営者とし
て の必 然 性か ら 経営管 理を 客 観的に 把 握認 識 した こ と に より，企業 の人間的
側面（特に非合理性め側面）としで の主 観的 考 察 が不 足 し てい た こと（モラール
と刺激，公正，適材適所に言及してはいるものの）， お よび ， 経営管 理行 動を 静態
的 に考 察し たが ゆえに ， ヴェ ーバ ーのい う人間 行 為0 環 境 へ の同 調 的 適 応
（能動的自己変革）と拒 絶的 （個性的）性 格 の二面 性 に対 す る熟 慮を 欠い たこ と
が 指摘 され なけ れ ば な ら な い 。 彼 の 「管 理 の一 般原 則」（principlesgener-aux
ニd'administration）におけ る計 画（予測prevoir ）組 織 √（organiser）. 指 揮（com-mander
）, 調整 （coordonner ）, 統制 （controler）が ， ヴ ェ ーバ ーのい う社会的
定 律に 相 当す る ことは い うに 及ば ない 。(2)
経 験 学派
こ の学 派は ア ーネス ト ・テ ール （EnestDrale ） に よ って代 表 され る。 彼 ら
は 経 験の集 積に よって 普 遍的 一 般 原則を 導 き出 そ うと す る。 こ とに 過 去の成
功 ・失 敗 の ケ ース ・スタ デ ィとい う手 法に よって 教 訓を 汲 み と る実 用主 義学
派ともい え よ ‰ しかし ， ク ーソ ツが 「経営管 理は ， 法 律とち が って，判 決
例に も とづ く科 学 ではな ぐ， 過 去 と全 く同 じ よ うな状 況 が 未来 にお い ても起5)
きるとい うこ とは きわめ て まれ であ る ……」 と指 摘 す る ごと く学問的 説得力
を 欠く 。 こ とに ヴ ェーバ ーのい うごと く， 目的 合 理性 め実 現にぱ 人 々を し
て一定 の諒 解に した が って行 動 さ せる 何 らか の強 制力 を も った 慣習 律Kon-vention
が 存在 し なげ れば ならない ” のであ る（ ゲゼルシ ャフト的関係）。
（3） 人 間行 動 学派
管理 過程 学 派（とくにF. テイラー一派）のア ン テ ィ・ テ ー ゼともい う べ き
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経 営 管 理 の 人 間 的 側 面 （ “people"part ） に 焦 点 を 照 舵 し 出 し た の が ， い わ ゆ
る 人 間 関 係 （humanrelations ） ニ論 で あ る こ と は い う に 及 ば な い 。 こ の 学 派 の
先 駆 者 はF.T. レ ス リ ス バ ー ガ ー, づE. メ ー ヨ ー に 代 表 さ れ る が ， 彼 ら の 所
説 を 要 約 す れ ば ， 第 二 に ， 経 営 （anindustria トorganization ） を 社 会 的 秩 序 （asocialsystem
） と 認 識 し ， 社 会 的 秩 序 に 影 響 す る 要 因 と し て 自 然 的 現 象 ， 物 財
的 経 営 資 源 ， つ ま り 物 的 環 境 （physicalenvironment ） に 対 す る 技 術 的 組 織
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的 組 織 （humanorganization ） に ほ か な ら な い し ， そ れ こ そ 秩 序 形 成 の 主 軸 を
な す 。 な ぜ な ら ば ， 人 間 は 環 境 の 相 違 に よ っ て 感 情 ・ 価 値 観 が 一 様 で な い
が ， そ れ ら が 経 営 社 会 に お い て 目 的 合 理 的 に 統 合 さ れ る た め に は 人 間 行 動 の
組 織 化 が 至 上 命 題 と な る か ら で あ る 。 こ こ に お い て 第 二 に ， 彼 ら の い う 組 織
と は ， 公 式 組 織 （formalorganization ） な い し 「 有 形0 組 織 」 （tangibleorgani-zation
） と ， 非 公 式 組 織 （informalorganization ） な い し ， 「 無 形 の 組 織 」 （in-tangibleorganization,
白 生 的 組 織 と も 呼 ば れ る ） の 合 成 を さ す 。 第 三 に ， 経 営 社6
）
会 に お い て は
，
通 俗 的 意 味 に 解 さ れ る 「 人 間 関 係 」 の み を 彼 ら は 含 意 し て い
る の で は な く ， 費 用 の 論 理 （thelogicofcost ）, 能 率 の 論 理 （thelogicofeffi-ciency
） が 厳 存 す る こ と か 認 容 し つ つ 乱 な お か つ 心 情 の 論 理 （thelogicofsentiments
） と の 整 合 性 を こ と さ ら 強 調 す る の で あ る （ 伝 統 論 の 盲 点 ）。
㎜ ■■
第 四 に ， 経 営 社 会 の 環 境 変 化 （ 物 的 ・ 技 術 的 ） と 人 間 と の 関 係 に つ い て ， 社
会 的 構 造 に お け る 変 更 の 問 題 （problemsofchangeinthesocialstructure ）,
管 理 と 意 志 疎 通 の 問 題 （problemsofcontrolandcommunication ）， 個 人 め 社 会
的 構 造 陽 対 す る 適 応 の 問 題
し
（problemsintheadjustmentoftheindividualtothestructure
） を 提 起 し 。
し
経 営 社 会 に 急 激 な 変 化 を も た ら す と 「 均 衡 状 態 の 安 定
性 」 （thestablecharacterofthestateofequilibrium ） が 破 壊 さ れ ， 「 不 均 衡 の
条 件 丁 （conditionsofunbalance) を 生 起 す る 。 “ わ れ わ れ の 行 動 の 常 軌 的 な 方
法 が あ ま り に 急 速 に ， ま た ， あ ま り に 専 断 的 に 阻 害 さ れ る ほ ど ， 不 安 定 （un-secure
）, 不 確 実 （uncertain ）, 懸 念 （app ・rehensive
） 余 よ び 士 気 の 阻 喪 を 感 じ さ
せ る も の は な に も な い7
）
と い う の 力t モ
元 分
あ る 。 ま た 「 工 揚 が ／ 製 品 を 最 低
原 価 で 製 造 す る と い う 技 術 的 目 的 を 達 成 す る と 同 時 に ， 従 業 員 に 社 会 的 に 有
意 義 な 生 活 方 法 を 提 供 す る と い う 社 会 的 職 能 を 達 成 す る た め に は ， ど の よ う
に 組 織 せ ら れ う る で あ ろ う か 。組 織 内 の 一 つ の 集 団 が 孤 立 七 て, 他 の 集 団 に 反
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抗 す る よ う な こ と の な い よ う に ， 企 業 内 の 諸 種 の 社 会 的 集 団 の 間 に 適 切 な 作
業 上 の 均 衡 （workingequilibrium ） を 維 持 す る た め に は ， ど の よ う に す れ ば よ
い か 。 工 場 の 社 会 的 組 織 を 過 度 に 破 壊 す る こ と な し に 技 術 的 変 更 を 導 入 す る
た め に は ， ど う す れ ば よ い か … … 」， 「 士 気 の 欠 之 は ， 健 康 の 欠 如 と 同 様 に ，
し ば レ ボ ， あ る 一 つ の 単 純 な 原 因 に 帰 せ る こ と で は な い 。 あ た か 乱 健 康 に
関 す る 諸 間 題 が 物 理 化 学 的 組 織 （physicochemicalsystem ） と し て の 身 体 組 織
に 関 す る ， あ る 単 純 で 有 効 な 思 考 方 法 を 必 要 と す る の と 全 く 同 様 に ， 士 気 に
● ● 帰 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 争 ● ● 可
関 す る 諸 問 題 の 理 解 は 社 会 的 秩 序 と し て の ひ と び と と の 関 係 の う ち に い る 人
● ● ● ● ● －8 ）
間 に 関 す る ， あ る 単 純 で 有 効 な 思 考 方 法 を 必 要 と す る 」 と レ ス リ ス バ ー ガ ー
は い う 。
ご
概 要 上 述 の 人 間 関 係 学 派 は ヴ
ェ ー
バ ー の 社 会 的 行 為 論 の 視 点 か ら ど の よ う
に 評 価 さ る べ き か 。 第 一 に ， 彼 ら が 経 営 体 （ 企 業 ）を 多 様 な 感 情 や 価 値 観 を も
ら た 集 団 を 社 会 的 秩 序 と し て 認 識 し た こ と は ヴ
ェ ー
バ ー の 社 会 的 行 為 論 と 軌
を 一 に し て い る も の と 察 せ ら れ る 。 彼 ら の い う 自 生 的 組 織 観 は そ れ 以 前 の 学
派 が 経 営 体 を 所 与 の も の と し ， そ の 枠 組 み の な か で 人 間 お よ び そ の 集 団 に 関
す る 論 理 構 造 で あ っ た の に 対 し ， 彼 ら は 異 っ た 感 情 ・ 価 値 観 の 集 合 体 の な か
で ， 人 間 は い か な る 行 動 を 希 求 す る か ， と い う 主 観 的 視 点 か ら の 論 理 展 開 を
な し た ご と は 高 く 評 価 さ れ ね ば な ら な い 。 換 言 す れ ば 伝 統 論 が ゲ ゼ ル シ ャ フ
ト 的 関 係 論 に 焦 点 を あ て だ の に 対 し 彼 ら 徨 ゲ フ イ ン シ 争 フ ト 的 関 係 を い っ












































でなくとも人々をして行動させる何 ら か の 強制力をもった慣習律（Konven・tion





（5） 社会 体系 学 派
ヴェ ーバ ー理 解 社会 学 ，こ とに そ の社会 的行 為論 に 最 も近 く，か つ ，そ れ
を 基底 とし た 経営 理 論 の構 築 者はC. バ ーナ ードに 代 表 さ れ る社 会体 系学 派
に 象 徴さ れ るとい って 過 言でな かろ ‰H. ク ーン ツも 「こ の経 営管 理 へ の
アプロ ーチは ， きわ め て社 会学的 であ り，本質 的 には ， 社 会学 の研 究と 同じ
研 究を 行 な う。 す なは ち， こ の アプ ロ ―チは ，い ろ いろ な社 会 巣 団 の文 化的
関 係の本質 を 明らか に し ，こ れら の社 会集団 を関 係 のあ る， そ し て通 常， 統13
）
合化 され た一 つ の体系 とし て示 そ うとず る」 と指 摘す る 。14
）
いま， バ ーナ ード理 論 の骨 格を 摘 記しそ の特 徴的所 説を 概 観し よ う。第一
に ，人 間は 経 済人 であ って ，経 済的 以外 の 属性は わ ずか しか もた ない とい う
純粋理 論を 否定 す る。 能 動的 主 体た る人 間はそ れ ぞれ の 自 由意 志 に 従 って行
動 の選 択を な す。 こ れを 「個人 の 個人化」（individualization）と呼 ぶ。 換 言す
れば ，人 間は 個性 的 行 動者 であ っ て没 個性的 経済 人 モ デ ルでは ない とい うこ
とであ る。し か しな が ら， 自由意志 の選択は 無 限的 で な く， 制 約さ れた 選 択
である。 な ぜ ならば ，人 間は 万能 の神 では な く，そ の能 力は 有 限だ か らであ
る。有限 な 能力 とい う制 約 された 選択 には 必然 ，集 団 め なか の協 働 とい う観
念 のもとに 行 動す る。そ のことは ， 個人的 自 由に対 す る 犠 牲を 伴 う と 同 時
に ，集団 のな か の協 働 結果 の満足を 収 穫す る。 人 間が 社 会を 形 成 す る のは か
か る能力 の 有限 性か ら生 ず る 集団 のな か の協働に よる 満足を 稼 得し よ うとす
る動機に 由 来し てい る。 こ れを 「個人 の社会 化」（socialization）と呼 ぶ。 こ の
「個人 の個人 化」 と，丁個人 の社 会化 」 と の均 衡状 態を 彼は 協 働（Cooperation）
といい ， 均 衡状 態を 形 成 し， 維持 発展 せし め る指 向を 協働 体系 （組織）とな
す。
第二に,ニかか る協 働体 系は ， 特定 の， かつ 明確な 目的 を もち， そ れを 遂行
す るため の物的 ・生 物的 ・個人 的 ・社会 的 有機 体 の 複合に よ って成 りたつ 。
そ こには ， 協働 の 目的 認識 に 立ち ，そ れを 媒 介す る 諸要 素が 有 機的 に 複合さ
るべきこ とを 要 請 す る。 彼はか か る 複合 体 の下 位 概 念 と し て， 物的 シ ステ
ム，社会 的 シ ス テ ム， 人 的 シ ステ ム，組 織シ ス テ ムをあ げ ，そ の包 括概 念を
さし て， 協 働体系 と呼 ぶ。 丿 ／






















とにシステム的アプp ーチを試みていることは擬人化された経 営 体（協働体











牲 の概念を 措定 する のに 対 し ， ヅ エーバ ーは定 律の概 念を 用 い，定 律 の性 格
に ようて ゲ ゼル シ ャフ ト関 係（強制的社会システム）と ゲ マイ ンシ ャフ ト関 係
（連帯的共同体システム）を 対 置させ る。 果た し て バ ―ナ ードの い う個人 の社
会化が 自発 的 犠牲 と満足 ， そ のた め の 誘因 のみに よって 具現 さ れ るか 否か，
若 干の疑問 が投げ かけ ら れ る。
（6） 意 思決定 理 論 学 派
意思決定 理 論が 経営 上 の問 題 に対 し てあ ら ゆる代 替案（alternative）を 比 較
秤 量し，そ のなかか ら最 適 コ ースを 選 択 す るプ ロ セスの 探求 という ，す ぐれ
て 合理的 基 礎に立 つ こ とは 周知 の こ とであ る。 しか しな がら 経営上 の問題は
何 かを的 確に 認知 す る こ とに よっては じめ て最 適意思 決 定を 可 能に す るので
あ って， 意思 決定 理 論 が経 営 のす べ てを 覆い 尽 す もので はな い。 そ の点 ， ヴ
ェ ーバ ーの 目的 合理 的行 為 にお い て も 「自然 的 諸条件 や 他者 の行 動に 対 する
期 待を ， 合理的 な 目的 達成 の手 段 とし て利用 し ，自 ら の 目的 達成 の 副次的な
結果か も含意 しなが ら ，そ れ らに もとづ い て結果 の 最適 化 の実 現 を 促 す 行
為」 と規定 し つ つ 乱 そ の 達成は 主 観的に 思念 された 期 待 とい う点か ら必
ずし も結果 の最 適を もた らす もの では ない し ，しば しば 乖離を 生ず る， とい
う。そ れが 整合 合理性 の概 念を 導 き出 す のであ る。 換 言す れば ， 意思 決定 理
論が単に 代 案の 選択 とい う領 域か ら内 外 諸環 境にむけ て 外延 的拡張 を 余 儀な
くされる ゆえん があ る。
（7） 数理 学派
彼らは 経営を 数 学的 モ デルお よび 数学的 過 程 の体系 化 に よ って解 明し よ う
とする理 論展開 を 特 徴とす る。そ れは す ぐれて 規範 論的 であ り検証 可 能性を
もち，かつ ，操 作可 能性に 富む。 し かし な が ら，経 営 活 動は す べて 計 量可 能
で 合理 性に 貫 徹 され るとい う仮 説は 成 りた たない 。 あ た か 乱 “医術 は 発走
した が医 学は 忘 れら れた ，“病 気は 治 った が 病人は 死 んだ ” と比 喩 され るご
と くであ る。 数 理的 解 明 の対象 は 合理 的行 為（わけても目的合理的行為）の範 瞭
に 属し ，かつ ， ヴ ェ ーバ ーのい う定 律が 機 能す る場 合に 限 られ る。 前 提ない
し 仮説いか んに よって 数 学的 解 答 の妥当 性 が決定 的に 左 右され るこ とは 現今












































に 必ず し も首 尾 一貫 的 でな く曖昧 性を 免 れえ ない 。そ れは 計 算 可能 性に限 界
があ り， 普 遍的 検証に よ って定 理 化で きないか ら であ る。 次 に ，わ れわ れは
客 観主 義か主 観主 義 か ，更にい え ば， 主 観主 義 の論 理は 科学 と し て成 りた ち
うるか ， とい う基本 命題 に挑 戦 しなけ れば なら ない 。
ここ におい て 筆者は 経 営（学）の生成に 遡 って再 考 す る必 要を 認め る。そ れ
は 現代 企業 の 発展 史に よ って証 明さ れる ご と く， 人 類 の歴 史 と と もに 企業 の
形 態（態様）を 変 容し 続け てい る のであ る。 す なわ ち ，人 間は 孤立 し て生存 し
うるわけ では な く， 個人 とし て め主体を 具備 し なが ら（個人の個人化individ ・ualization
）没 自 我的 に集 団を 形成 す る こ と（個人の社会化socialization）に よ
っ て生 存を 可 能 ならし め る（生活とはかかる状態を表現した言葉と解する）。した
が って人 間 の集 団，そ れは無 意 味的に 集 合し た 複数 では な く，「生 活 のため」
を 含意した 目的 集団を 社 会（それが原始的か現代的かは問わず）と 呼石 なら，社
会は絶 えず 個人 の個人 化 へ の欲 求 どと もに 個人 の社 会化 ，換 言す れば 社会的
























説 が ， 人 間 の 動 機 の 探 求 か ら 社 会 を 解 明 的 に 理 論 体 系 化 し て い る こ と に 筆 者
は 新 鮮 さ を 感 得 す る と と も に ， 現 代 企 業 理 論 を 改 め て 再 吟 味 し た い の で あ
。ー・晶ksJ-a.---- ＆ 墨.tゝ -u・&xa ・・=a・ a－－ － 。る
。 か か る 視 点 か ら 認 識 し た 場 合 ， 経 営 学 は ヴ ェ ー バ ー 理 論 と い か な る か か
お り を も つ で あ ろ う か 。
企 業 が 人 間 を 離 れ て 存 在 し え な い の は 明 白 で あ り ， そ の 存 立 基 盤 が 個 々 の
人 間 ， お よ び そ の 集 団 と し て の 社 会 に 依 拠 し て い る こ と は い う に 及 ば な い 。
こ の こ と は バ ー ナ ー ド の 述 べ る 「 個 人 の 個 人 化 」 と 丁 個 人 の 社 会 化 」 を 企 業
そ れ 自 体 が 本 源 的 に 具 備 し て い る こ と を 含 意 す る 。 つ ま り ， 擬 人 的 表 現 を 用
い れ ば 上 述 の こ と は 「 企 業 の 企 業 化 」「 企 業 の 社 会 化 」 と い う 代 名 詞 に よ っ
て 企 業 そ れ 自 体 の 存 在 を 認 識 し う る で あ ろ う 。「 企 業 の 企 業 化 士 と は 企 業 と
い う 擬 人 的 存 在 が 自 己 を 主 張 し ， そ の 生 命 を 維 持 ・ 存 続 せ し め る 根 源 を な
す 。（goingconcern ） ま た 平 均 的 人 聞 か 存 在 し な い の と 同 様 ， 企 業 に も そ れ ぞ
れ の 個 性 （originality ） が な け れ ば な ら な い し ， そ の 生 成 の 歴 史 や 環 境 に よ っ
て ， 自 生 的 に 醸 成 さ れ る の が 企 業 の 個 性 を 形 成 す る 。「 企 業 自 主 体 論 」「 企 業
の 自 己 責 任 論 」 が 積 極 的 に 是 認 さ れ る の は ま さ に こ の こ と に ほ か な ら な い 。
し か し な が ら そ れ は 同 時 に「 企 業 の 社 会 化 」を も 要 求 す る 。 企 業 は 自 ら を 犠 牲
に す る こ と に よ っ て 社 会 の 信 認 と 代 価 を 稼 得 す る の で あ る 。 も し そ れ を 「企
業 の 社 会 的 責 任 」 と 呼 ぶ な ら ， ま さ に 本 源 的 に 企 業 が 社 会 に 存 在 し う る 基 底
を 含 意 す る に 過 ぎ な い て人 間 が 生 活 を 維 持 し ， よ り 発 展 さ せ る た め 自己 を 犠 牲 に す
る 口 と 同 様 に ）。 筆 者 は ， な に ゆ え に 現 今 こ と あ ら た に 社 会 的 責 任 を 唱 え な け
れ ば な ら な い か ， 甚 だ 懐 疑 の 念 を 抱 か ざ る を 得 な い 。 例 え ば ， セ ー ル ス か ら
マ ー ケ テ ィ ン グ へ （“totalmarketing" 消 費 に 始 ま っ て 消 費 者 に 終 わ る 活 動 と 定 義
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次 に ヴ ェ ー バ ー の い
う 非 合 理 と 合 理 の 二 つ の 側 面 に 焦 点 を あ て る な ら ば ，
合 理 性 ＝ 科 学 化 と す る 所 論 は 多 大 の 誤 謬 を 犯 さ し め る 。 合 理 性 の 追 求 が 科 学
化 の 道 標 た る こ と は 疑 問 の 余 地 は な い と し て 乱 非 合 理 性 を 捨 象 し て 科 学 化
● ● ● ● ●1 ・
と す る の は 擬 似 科 学 化 と い わ ざ る を 得 な い 。 ヴ ェ ー バ ー の 人 間 行 為 論 に お い
て 伝 統 的 ・ 激 情 的 行 為 が 非 合 理 の 領 域 に 位 置 し な が ら ， な お 社 会 学 の 範 躊 に
入 り ， 非 合 理 性 と 合 理 性 の 関 連 を 究 明 し た こ と に お い て 真 の 科 学 化 と 呼 べ よ
う 。 消 費 者 が な ぜ 慣 習 買 い や 衝 動 買 す る の か ， そ れ ら を 捨 象 し て マ ー ケ テ ィ
ン グ を 論 じ 得 な い し ， 人 事 管 理 に お い て 教 育 ・ 訓 練 を 重 視 し ， 個 人 の 心 情 を
探 求 す る 努 力 を 注 ぐ の は 何 故 か 。 あ る い は ， 企 業 の 社 風 ・ 伝 統 を 強 調 す る の
は な ぜ か 。 学 問 に お け る 科 学 化 と は 非 合 理 と 合 理 を 止 揚 し 昇 華 し た 統 合 化 と
規 定 す べ き で は な い か （国 鉄 の 合 理 化 が 失 敗 し た の は そ の 適 例 ）。
次 に ， ヴ
ェ ー
バ ー の 価 値 合 理 的 行 為 は 経 営 （学 ）に お い て も 注 目 す べ き 課 題
で あ る 。 現 今 ， 価 値 観 の 多 様 化 が 叫 ば れ ， 異 っ た 価 値 観 の 集 団 に 著 し い 違 和
感 や 摩 擦 現 象 を 呈 し て い る 。 こ こ に お い て ヴ ェ ー バ ー の い う ゲ マ イ ン シ ャ フ
ト 関 係 の 重 要 性 を 感 ぜ し め る 。 例 え ば ， 経 営 理 念 論 や 社 是 ・ 社 訓 な ど は い か
な る 意 味 と 役 割 を も っ か よ ヴ ェ ー バ ー の “ 精 神 な き 享 楽 人 ， 哲 学 な き 専 門
人 ”， を も っ て 多 椎 な 価 値 観 を 合 一 さ せ る こ と は で き な い 。 消 費 者 の 価 値 観2
）
の 多 様 化 は 必 然 商 業 形 態 の 多 様 化 を 促 進 す る し ， 中 高 年 層 と 若 年 層 と の 価 値
意 識 の ギ ャ ッ プ は 人 事 管 理 ・ 労 使 関 係 に 直 ち に 反 映 す る の で あ る 。 こ と に 価
値 合 理 的 行 為 が 価 値 実 現 の た め に は 手 段 の 選 択 を 行 う こ と な く ， も っ ぱ ら 結
果 の 達 成 の み を 念 頭 に す る と い う ヴ ェ ー バ ー の 所 論 は 甚 だ 説 得 的 で あ る 。
次 に ， 目 的 合 理 的 行 為 は 全 く 合 理 性 の 世 界 に 属 す る 。 こ こ に お い て 最 も 重
視 さ る べ き は 目 的 の 措 定 ・ 手 段 の 選 択 ・ 結 果 の 検 証 と い う フ ィ ー ド 。バ ッ ク ・
シ ス テ ム で あ り ， わ け で も 明 確 ， か つ ， 理 解 容 易 な 目 的 の 彫 刻 マ あ る 。 近 年
二 十3)
企 業 目 的 に 関 説 す る 所 論 が 活 発 に 展 開 さ れ る の は 何 故 か 。 そ の 解 剖 学 的 究 明
こ そ 経 営 学 を し て ジ ャ ン ク 冷 か ら 解 放 さ せ る 突 破 口才fi: ろ う 。
ヅ エ ー バ ー は 目 的 合 理 的 行 為 に 対 置 さ せ ， 目 的 実 現 の 前 提 と し て 整 合 合 理
性 を 強 調 す る が ， 最 近 ， 経 営 計 画 に 対 す る 関 心 が 稀 釈 化 さ れ ， な い し 不 信 の4
）
念 が 充 満 し う つ あ る の は な ぜ か 。 そ れ は ， 目 的 合 理 的 行 為 に 対 す る 整 合 合 理
性 の 崩 壊 に 起 因 し て い る と い わ ざ る を え な い 。 例 え ば ， 完 全 市 場 条 件 は い っ











































例えば，小林端五『社会政策』（総論），青木書店,1975 年,65 －70ページ。など。 ‥
